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国際収支(2019 年６月) 
 ～貿易収支の改善を主因に、経常収支（季節調整値）は黒字幅を拡大～ 
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○経常収支（季調値）は貿易収支の改善を主因に黒字幅拡大 

６月の経常収支（原数値）は 12,212 億円の黒字（コンセンサス：11,744 億円の黒字、レンジ：

5,903～13,804 億円）とほぼコンセンサス通りの結果となった。季節調整値では 19,419 億円の黒字と

なり、前月（５月：13,057 億円の黒字）から黒字幅が拡大した。 

経常収支（季節調整値）を項目別にみると、第一次所得収支が前月からほぼ横ばいで推移する中、

原油価格の下落を主因に貿易収支が黒字転化したことで、経常収支の黒字幅は拡大した。 

 

○所得収支は引き続き高水準を維持 

６月の貿易外収支（季節調整値）をみると、第一次所得収支は 18,632 億円の黒字と前月（５月：

18,883 億円の黒字）と、ほぼ横ばいでの推移となった。 

サービス収支は、1,166 億円の黒字となった。内訳をみると、旅行収支の黒字幅がやや拡大（５月：

2,134 億円の黒字→６月：2,182 億円の黒字）する中で、その他サービス収支が赤字幅を縮小（５月：

1,808 億円の赤字→６月：445 億円の赤字）し、サービス収支は全体として黒字に転化した。 

 

○経常収支は横ばいないしはやや黒字幅を縮小していく見込み 

 以上のように、６月の経常収支（季節調整値）は、貿易収支の改善を受けて、黒字幅が拡大する結

果となった。 

経常収支の先行きをみると、所得収支については、直接投資や証券投資を牽引役として、引き続き

貿易収支 サービス収支

2018 6月 12,115 17,838 687 1,859 ▲ 1,172 19,050
7月 20,269 17,268 339 1,083 ▲ 743 18,843
8月 18,237 14,858 ▲ 786 ▲ 375 ▲ 411 17,606
9月 18,437 14,542 ▲ 1,920 ▲ 1,404 ▲ 516 17,879

10月 13,163 13,861 ▲ 2,071 ▲ 1,642 ▲ 430 17,752
11月 8,211 14,246 ▲ 1,624 ▲ 1,158 ▲ 466 17,183
12月 4,644 14,882 2,243 1,887 356 14,032

2019 1月 5,743 17,030 ▲ 354 477 ▲ 831 18,837
2月 25,928 17,918 1,678 2,014 ▲ 336 16,569
3月 27,871 12,101 ▲ 1,161 ▲ 1,096 ▲ 65 14,099
4月 17,074 16,001 ▲ 798 ▲ 990 192 16,929
5月 15,948 13,057 ▲ 4,955 ▲ 4,522 ▲ 434 18,883
6月 12,112 19,419 2,751 1,585 1,166 18,632

（出所）財務省「国際収支統計」
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堅調な推移が続くだろう。一方で、貿易収支については、弱い動きが続く可能性が高いとみている。

今月の貿易収支は原油価格の下落により改善したが、輸出回復の道筋は見えていない。米中貿易摩擦

については、協議再開の合意によって両国関係の緩和が期待されていたが、８月に入ると米国からの

対中関税第４弾が９月１日に発動されることが表明され、中国側も国有企業への米国産農産物購入停

止要請を行うなど、両国の対立は再び激化の様相を呈している。そのため、今後輸出が大きく改善す

るシナリオは描きにくく、貿易収支が経常収支の牽引役となる可能性は低いだろう。 

今後については、貿易収支の弱い動きを所得収支が下支えする形で、経常収支は横ばいないしは黒

字幅をやや縮小していくと予想する。これまで堅調に推移してきた所得収支について、米国の利下げ

により日米金利差が縮小し、為替が更に円高に推移する場合には、所得収支の円建てでの黒字幅が縮

小する可能性が高い。加えて、日韓関係の悪化もリスク要因である。日韓関係の一層の悪化による対

抗措置の応酬や不買運動の拡大などが続けば、輸出環境の悪化や訪日韓国人の減少によって経常収支

に下押し圧力がかかる可能性があることから、今後も注意が必要である。 
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